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Li.･-.･の旭の現状規 とVルを控和式おしT=ものの性状 軒石

を吟-モノ7こものである｡

ゲJtは剖DlとEq妹に,射せ淵の舛牧と同一のもので.

榔 望渦 度はJCi'のものを採用した｡

このゲル:=廻りこんで.ニ練糸 とするために/J,ん 蛸

で,=旨実は.凍石.真壁,ナ75ジン.米粉.鮒

ll-こである｡そして,その性状の粥 は,約回と同じ

く. ヤソ〆中止1日)-S曲規を決めて行った｡

It 各種粉状物のヤング率に及ぼす形

JPソ′率の測定方法は前和の通 りである｡

上記の好材料/_JそiLぞn団々の朝倉で跳 ぶゲ

ルここ三塁り込A.前職の如 く30つCl=於tJる十ソYの秘の

F(tl好或潜時のB;力による変化を東とふう̀こもの11t沢 1で

ある｡粉状物の粒PlはいづれtL60-1ccメツシである｡

この敬 を荒せほ回 lの如 く.ヤング革の只靭成形

圧力依存性がJuil少いのは,硝石.食塊であって.讃

蟹 ニil:=つぎ.ナ7gリンに於いては兼-Jはlfしい傾

向を荒す｡即ち.良でがそのFt科を成形するとさの圧

力に上って影野を受ける傾r''Jは,

構石一食笠<誘安くナ759ソ

のn =五いことが分る0

-ち,こ1-i-)の現状転の托tt訳は栽 2の通 りであら
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移行するありさまを点 く喪していることは,先:こnじ

1二ところであるか.材料8)状物の比況が小であilは.

〆ILナマイII=合ネほ れる粒子款は神大し.相対的な

ニトt,〆 9七ワンyJL･丑は乏しくなる7二的日鋼 さLl,Jc
ジ～2 番絶妙裸約のJt涙O)

回 1に於ける伺斜

1,1 fr JtgccZR ㍍ 蒜 一一一 一 三 蒜

ドACZ 2Z6 028 012
机 同焚の径間に托し,･=囲 lのゲル合有丘30,0.,.Liぴ J(ゝ 08 211 DZi 0
DSタ.,の較脚と比正との調味を回,T;すると個 2),こ m r.NO8 173 0$I

のF朝丘朗 ;カ ニ上るヤyグiPの教化は,,三F比 京,= Cl.H, 】15 093 021

汲比5;する二tを訴している｡そして.yr一含有比は 但し.襲 lの轍 かr).その依釘Ẑ輔軌 こねずるの

大である'三と,この傾向が小さいことは当然 で あろ はやや転毘であるが.碑石と金城は此丑と劫の醍床で,

)｡ 比双 とヤング革の拭料成形圧力依存性はほほ道此鈍すー

こQ偵旬は,繋が畢丈的性状から.非選好島地 状に るとはいえ,粥外もありはることを京している｡
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を牡発つ{-･る｡黙しEE

F4で.企tjiはブル合

有丑30タ.'以下でも降下することはなく,
薫は崩れ席く,
D-S曲はも特式1L形,-

_,している｡まTこ

,醐 らl/ル25タgL=

於いても駄銭として降下の徴供は ･'."I.｡BJ]J

/I.,",y 凸の力

学tl確劫 は,DIG曲

税の傾きだけでrLく,曲規の形

状に 択一､てら変化を荒し,従って五三の澄渡1こよっても訓=常11盃を示

すものである.EFlヰに於J･ては

,薬の硬さの尺産として.D三一20%の賓己∴ .I. .I. ⊥ :. ,I. .■.,1 力を*わてもZ･が,こLllo↑ l1 9書 F♪ rZ r■

はあくまで JL)機宜

的rJも囚 l 恭啓節状的な合lLJ婆 V)1y〆畔と状料成形EEl) ので

.相対的な忍ELT･合/-_y･Sも ▲すれ●

りつ√eQ 1̂tB12 粉状fA)のLt.流と回の伺

劉Tu DIS曲紙の変化正を忘没は併称

=従い,魯馳 吠物と〆r/の二味繋′こついて.D-S

曲扱/..p湖岸LT二手主菜はEZl3である｡これらは

一見視程であるが,収に盃20,pit:溌lナる盃カと,ゲル合

有丑とのBS孫を77;せほ図4とTLるDこn'=よれは,モ肱

や綿実1_p合tJ業に ついては,この山影曲環の7rl点はゲル

含有丘30,%の所l=位するが,ナブFtJンは若干大で35/.∠あり,特T:木簡は【

乳上はるか左∫こか1=よって,-矧 こ.比冠小rJる勤状物7F

含むほど.b'ル含有丑を犬1=し15ければ盈EとfLら.む.tこと 葡する/Jのではない｡1_''=,D

を挺めて微少にとったときのT)-Sの放列関係はglr性

革として･,訳され 光に溝口荒した忘雑のものである.又,従来の仇軌 こ依れば材料の変元

を綴代は.挺急的p二は試料の大きさ(=よって変

らぬ信であるJI 帯状キ転だ与多丑に合しダイナ･-イト

現にあってii努蒜の秤 は異る沖である (後熱)即ち,今の勉.薬の力学的性状は

唯一記の召犀方法(=上るだけでは不充分である和良はここにあ】‥ Elはこ

るIごナ多 くの変託Z殴II7日=応ずるiTミー蛮力頭標そ

.Lr,-,i.-1-るのか包ましい｡以上の軌 こ

,Iも(手職状鞍だか細-救度の域.魯･?の粒状物がダ

イナマイトの性状(:政はナ影響とし~~は,含有丑のふtLちiLその

比瓦か大いに田韓す るE,潔 .,,金城及び班頚木粉

frごを台Lr説の如き持EU.L性状ふy!::材料の.比茶

.だけがま:万≡的ではないことを17.しており,恐らく

.粒子の形とれ 表面の桝岩,戎日は指点石と ニ ト亡グ

1)セyソ 〆r-との都南化学的+J.問題 'Jひそんでいるかも知れf5'..｡もしも,そうだとすれほ拶

㌍学的見鞄から所白い問題であるが,このS｢紀の奨隈合湖 から苦れる



:28 工 費 火 fEi払 会 泣 茄 ユ4魯 節Llm

L90 3oI) ,)I .}

50之O一
Ol5]3 令斗抄淡Mlこ,バ/Gケ′JL･をEID払んだもりのDIS他繰(30oC)

104 b¢60 -10I
ONrL

ll･I･回4 ド/Gy ,̂.外相 分粉的tu和質のy

A･分イf丑と托J

lの関伸 24 0140)1

0うつ010oiS026



t=井 前ZBJA書架のJB化JrtFに{イナーイ>の成妙 こ関する軒先 229

/ITL田子として,比Ⅱ.畝 双面の状粒等をあげたが.

Lrl=粒度の開園がある｡そして,特に粒度の変化が藁

に与える捗野としては,EEさの変化,I/千ソトt7ビー.

及 び ヤング革の群料成形圧力広有性等があろ｡

I) 批 (蔽∈)(=及はす雌 の蹄

この突放では班 をそろえるのに都合が丘',.嫌に吸

湿性の少い硝石をえらんだE,硝石の平均及辞は次のEEl

通りとし魯粒度qt百ê托々の齢 でダJL-1:頚I)込み斡

料とする.

35,51.80.120 メ1シ

粥によって,昏々のD-S由良の盃.33%にB2けろ盃

力Ti･求めて,ゲル含有Jtとの閑喋々求891=のか図5で

ある｡欠班り,ゲル含有丑25-35%のruTE二頂.,U{.和す

る山形の曲線として77J.-∈書'Lるが,曲頓の古引よ.材斜

粒子が細かくILると高く任してまい蛭状を元す.3Sメ

IJ･/のものは一見桑かであるがもろく.yル含有Jtが

この山形曲組の近 くではLZ;Hl成形は不可確であろう｡

王1-メ7㌢数が大であれはこの山の頂きはやや左1=位

促し.限界yルJkは多 くTLけれは･'LらtLlことを元し

てLlる●

2) 蚊81現状物の粒度と.十ソy革の2式料成形圧力

[:よる変化の開成

･Yン′串脈 に襟Lて.群料称の成形圧力tこ上って

剖5i!Clが射 ヒすることの軸 につI､てほ先 に のへ ,'二

机 この変化は加庄に上って征くなっても,Zd正する

ことによってもとlニもとることはなく.tLL7}界姓を

兼失し1こ怒状体の性文に月する現iE}であろう｡

この瓜 二ついて.丈E=材印旺狂の世帯をLT)へ''こ｡

戚形B;力のヤソV恥 二及ぼす榊 は35メブシに放て意

も大であるが他はあまり著しく変化することはなく,

朗FLrl鞭 は下せ･'Lかつ1=Qf17,gi斉ダイナヤイTLE=

外力J't加えると.内品の穀7-〟-聯 :=摘記r-.1の文Z8

からのかれんとして.歓かな性状を荒すJ/･PソIT7ビ

-汰,亦質としての-つの特鞍ある性質であって,普

和する粉状材料の粒子の大きさと大TiるP;稀があり,

成光2性[:かなり正常1L投餌を戻すものであるが,P!に

まとめて報告する｡

V 揺 さ舌

以上の搬 別告括すれは次の通りである｡

(り 〆イナマイトのt生状L:影暑,:p茨はナ材料粉状

晩の抑因子,即ち比丑及び文の変化,粒度,合ネ1丑に

つも､て研究し''こ｡

轍 E=使用し''=占rpTpセリングryはれI職と阿

-1茶件のもので,モ卿 綬諾舶 ′i1%である｡えら

んf1枚父は,石塀】 食感 ナフCyi, 木靭軌共時で

ある｡(柵安L=ついては那Ⅳ朝に開音Lf=)

(2) 以上の風胴材料串本光正のものを合tI難はヤ

ング串邦定(=段して,拭科蛇形時のJ=力教化少 く,こ

のB;カ依存性は比正にほは逆比例ナる嫌である｡燃し

食叫と帥石の例はこれt=反し1_鈷架を元ナ.

(3) 十yg'半はGtfl粉状物の.比正中なるほど大で

ある｡一段に雌 小TJる粉状栃を･用いるはとこIgグ

リセリンゲルは多 く合有LlLけわは{1-らlJ:い｡

(り t)-S由嬢の敵 手,その以き以外にdイナーイ

トのIg:状の変化を蛎持ってJ5り,特に食姐は特教的で

あr)≧拓状は合有する粉状肋の比正のみならず.その文

によっても変ることを売している.ダイナヤイIの性

状は現状鞄の(イ)合有Jt(t7)比定(.､)形及び鼓面の釈

放甘t=よって表;化する｡

(5) 現状物の粒子は転かいほと.そL'Lを合材する

〆イナマイIは醍い性状Ti･丑する｡
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